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論文内容の要旨
【目的】造影剤急速静注併用の造影3DMRAによる頭蓋|勾静脈系の捕州能の検討。
【対象】持々の疾患で脳向管服影が施行された33位{7rJ (男23例、女10例 18-74歳、平均料品)
[h・法】脳血管撮影をスタンダードとして造影3D MRACTR!'l、B/TJ/F，へ=5，6il.3/19.0/30・，256x 128マ
トリックス、 FOV=20cm、撮像時間=102秒)および従来の冠状断と紬仲での2D TOF MRV(TR/TE/FA-
30/6.9/600， 256 x 192マトリックス、 FOV=l恥m、掻像l時間=7-!J分)による頭蓋内静脈系の描出を比較
検討したc
【結果】造影3DM此Aでは上矢状洞、 S字状静脈洞の砧ー出は血管録影より良好で、横静脈綱、直静脈制の
描出も血管撮影とほぼ同等であった。脳表のcorticalveinの描出は脳巾管撮影より劣るものの、 2DTOF 
MRVより良好であった。また深部静脈系の摘出も脳血管撮影より劣るものの、冠状断での 2D '101" MH 
Vとほぼ同等で軸位での 2DTOF MRVより良好だった。
【結語】造影3() MH，Aでは造影剤lを用いることにより 2D1'0ドMH.Vで見られる撮像万向に平行な静脈
の信号の低卜ーや狭搾のための乱流による信号の低卜が防げると考えられる。造影 3DMRAは非侵襲的で
撮影時間も短く 2D TOF :.vIRVより頭蓋内静脈系を良好に捕1:でき非常に有効である。特に 1-，矢状j問、 S
字状静脈綱、横静脈制、 l貰静脈桐については従来のカテーテルによる侵襲的な脳血管撮影は不要と思われ
る。
論文審査の結果の要旨
頭蓋内静脈の造影法としてMRIが用いられるようになったが、従来のMH.ang'jography(MH.l¥)は撮像
時聞が長く(撮{象時間=7-9分)、これらの撮像法による頭葉内静脈系の描出は不十分であった。そこで
み;研究は撮影時間が短い造影3DMRA C撮像時間=102秒)が頭龍内静脈系の描山に役す.っかを検討した。
経皮的脳血管造影をゴールドスタンダードとし造影3DMRAによる頭蓋内静脈の描出と従来型の 2DTO 
F MHAによる頭蓋内静脈の描出を比較検討した。
その結果、 2DTOF :¥tlRAは直静脈洞、ガレン静脈以外のすべての頭葉内静脈の描出は拝.皮的脳血管造
影より劣っていた。直静脈洞とガレン静脈の描出は2D TOF MRAと経皮的脳血官造影は同等であった。
造影3DMRAは卜矢状洞、横静脈洞の描出lま脳向営造影より優れていたのまたS手:状静脈洞、l古静脈洞、ガ
レン静脈の植出は脳血管造影と同写であった。造影3D[¥1RA_は脳表のcorticalveinの描出は脳而管造影よ
り劣るものの 21)TOF MRAより良好であった。造影aD :.vJRAは深部静脈系の摘出は脳血軒iZ影より劣
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るものの2DTOF MRAと同等であった。
造影3DMRAは造影剤を用いることにより 2DTOF MRAで見られる撮影方向に平行な静脈の信号の
低下を防ぐことができ、静脈洞と脳表のcorticalveinは2DTOF MRAより良好に描出できた。造影:1D
MRAは特に上矢状洞、横静脈洞、 S字状静脈洞、直静脈洞を良好に描出でき、これら静脈洞を評価する場
合は従来の経皮的脳血管造影に優るものと考えられた。
以上の結果は頭蓋内静脈系の描出における造影3DMRAの臨床的有用性を示すものであり木研究は博
士(医学)の学位を授与するに備するものと判定された。
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